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Ｓ５０形 短管１号、短管２号 

 

令和５年 10 月 11 日 仕様制定 

 

１． 適用範囲 

この仕様は、呼び圧力１０Ｋの水道に使用するＳ５０形ダクタイル鋳鉄異形管の短管

１号及び短管２号（以下、管という。）について規定する。 

なお、この仕様で定めるほかは、ＪＤＰＡ Ｇ １０５２の規定に準拠すること。 

 

【備考】次に掲げる規格は、この仕様に引用されることによって、この仕様の一部を構成

する。これらの引用規格は、その最新版（追補を含む）を適用する。 

ＪＩＳ Ｂ ２２３９（鋳鉄製管フランジ） 

ＪＷＷＡ Ｇ １１２（水道用ダクタイル鋳鉄管内面エポキシ樹脂粉体塗装） 

ＪＤＰＡ Ｇ １０５２（Ｓ５０形ダクタイル鋳鉄管） 

 

２． 種類及び記号 

管の種類は、異形管であるため種類分けなし。管の記号はＤＦとする。 

 

３． 継手、接合形式及び呼び径 

管の継手、接合形式及び呼び径の範囲は、表１による。この場合、Ｓ５０形は、ＪＤＰ

Ａ Ｇ １０５２による。また、フランジ形は、ＪＩＳ Ｂ ２２３９の１０Ｋに準じる。 

なお、管の接合に用いる接合部品は、ＪＤＰＡ Ｇ １０５２の附属書Ａによる。 

 

表１ 継手、接合形式及び呼び径 

区分 継手 接合形式 呼び径 

異形管 
離脱防止継手 Ｓ５０形 50 

フランジ継手 フランジ形 50 

 

４． 機械的性質 

管の引張強さ及び伸び、硬さは、ＪＤＰＡ Ｇ １０５２に規定する各項目による。 

 

５． 黒鉛球状化率 

管の黒鉛球状化率は、ＪＤＰＡ Ｇ １０５２に規定する項目による。 
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６． 浸出性 

管の浸出性は、ＪＤＰＡ Ｇ １０５２に規定する項目による。 

 

７． 耐水圧性 

管の耐水圧性は、ＪＤＰＡ Ｇ １０５２に規定する項目による。 

 

８． 形状・寸法・質量及びその許容差 

 ８．１ 形状、寸法及び質量 

管の形状、寸法及び質量は、付図のとおりとする。 

８．２ 許容差 

管の形状、寸法及び質量の許容差は、ＪＤＰＡ Ｇ １０５２に規定する各項目による。 

   

９． 継手性能 

管の継手性能は、ＪＤＰＡ Ｇ １０５２に規定する項目による。 

 

１０． 外観 

管の外観は、次のとおりとする。 

（１） 管の内外周は実用的に同心円であって、その両端は管軸に対して直角でなけれ

ばならない。 

（２） 管の内外面は、使用上有害な鋳ばり、鋳巣などの欠陥があってはならない。た

だし、軽微なきずなどは、注文者の承認を得た場合、溶接又は樹脂充填材で補

修を行うことができる。 

 

１１． 試験 

試験項目は、ＪＤＰＡ Ｇ １０５２に規定する各項目による。 

 

１２． 検査 

管の検査は、機械的性質、黒鉛球状化率、浸出性、耐水圧性、形状、寸法、質量、継手

性能及び外観について行い、４．～１０．に適合しなければならない。ただし、耐水圧性、

塗装後の仕上がり面、形状、質量及び外観については、全数行う。また、再検査は、ＪＤ

ＰＡ Ｇ １０５２に規定する項目により行う。 

なお、本市の承認を得た場合には、検査の一部を省略することができる。 
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１３． 表示 

管の表示は、見やすい場所に鋳出し、打刻などによる次の事項の明示がなければならな

い。また、検査は目視によって全数行わなければならない。 

（１）)|(の記号 

（２）管厚の種類の記号ＤＦ 

（３）製造年（西暦の下２桁） 

（４）製造者名又はその略号 

（５）呼び径 

（６）呼び圧力（１０Ｋ） 

（７）受口の接合形式の記号（Ｓ５０） 
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Ｓ５０形短管１号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径 管厚 外径 有効長 質量 

(kg) Ｄ Ｔ Ｄ２ Ｌ１ 

50 6 68 80 5.68 

 

Ｓ５０形短管２号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径 管厚 外径 有効長 質量 

(kg) Ｄ Ｔ Ｄ２ Ｌ２ 

50 6 68 310 4.40 

 

【内面塗装】 ＪＷＷＡ Ｇ １１２（水道用ダクタイル鋳鉄管内面エポキシ樹脂粉体塗装）による。 

【外面塗装】 ＪＤＰＡ Ｇ １０５２（Ｓ５０形ダクタイル鋳鉄管）の外面耐食塗装による。 

付図 

単位 mm 

単位 mm 


